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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第23期

第３四半期
連結累計期間

第24期
第３四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年１月１日
至 平成24年12月31日

売上高 (千円) 3,225,796 3,298,455 4,229,287

経常損失(△) (千円) △51,785 △2,474 △100,035

四半期純利益又は
四半期（当期）純損失(△)

(千円) △50,801 97,798 △84,016

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △54,165 99,981 △84,983

純資産額 (千円) 481,117 541,163 450,298

総資産額 (千円) 2,746,063 3,088,827 2,783,875

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △21.02 40.23 △34.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 17.5 17.5 16.2

　

回次
第23期

第３四半期
連結会計期間

第24期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △16.50 39.55

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第23期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であるため記載しておりません。

４．第24期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

５．第23期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

６．平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結

会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は四半期（当期）純損

失金額を算定しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。
　

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済環境としては、日本銀行による金融緩和や政府の経

済政策により雇用環境や個人消費に持ち直しの動きが見られるものの、米国の財政問題や新興国の成長

鈍化等の影響が懸念されるなど、先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

　当社グループの主力事業である商用車関連事業は、主要な取引先となる建設・土木関連及び運送関連

ユーザーの設備投資マインドが燃料価格上昇の影響もあり依然として慎重姿勢ではありますが、ユー

ザーニーズに対応した事業用車両の買取及び販売を行うことで、売上高及び利益が改善いたしました。

　運送関連事業につきましては、子会社である株式会社T.L.Gと丸進運油株式会社が主要な事業として

行っており、受注高が伸び悩んだ影響により売上及び利益が前年同期を下回ることになりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の業績としては、売上高3,298,455千円（前年同期比2.3％

増）、営業損失2,994千円（前年同四半期は営業損失48,721千円）、経常損失2,474千円（前年同四半期

は経常損失51,785千円）、四半期純利益97,798千円（前年同四半期は四半期純損失50,801千円）となり

ました。

　

セグメントごとの業績は以下のとおりです。

①商用車関連事業

事業用車両の販売が堅調に推移したことにより、商用車関連事業の売上高は2,666,916千円（前年同期

比4.6％増）、セグメント利益は3,101千円（前年同四半期はセグメント損失58,124千円）となりまし

た。

②運送関連事業

運送貨物の既存の取引先からの受注が減少したことにより、運送関連事業の売上高は631,539千円（前

年同期比6.7％減）、セグメント損失は9,128千円（前年同期四半期はセグメント利益9,522千円）とな

りました。　

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。
　

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 102,080

計 102,080

（注）平成25年９月13日開催の取締役会決議により、平成25年10月１日付で株式分割に伴う定款変更が行われ、発行

可能株式総数は10,105,920株増加し、10,208,000株となっております。

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,520 2,552,000
福岡証券取引所
（Q-Board市場）

（注）

計 25,520 2,552,000 ― ―

(注)　平成25年９月13日開催の取締役会決議に基づき、平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式

分割するとともに、１単元の株式数を100株とする単元株制度を採用しております。これに伴い、発行済株式総

数は2,526,480株増加し、2,552,000株となっております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 25,520 ― 97,725 ― 42,125

(注)　平成25年９月13日開催の取締役会決議に基づき、平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式

分割いたしました。これに伴い、発行済株式総数は2,526,480株増加し、2,552,000株となっております。

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式） 　 　

普通株式 1,208 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 24,312 24,312
―

 

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 　 25,520 ― ―

総株主の議決権 ― 24,312 ―

　

② 【自己株式等】

　平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
山口県下松市生野屋南3-3-40 1,208 ― 1,208 4.73

㈱TRUCK-ONE

計 ― 1,208 ― 1,208 4.73

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、ＡＣアーネスト監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 302,967 660,326

受取手形及び売掛金 247,086 329,198

商品及び製品 963,015 936,613

仕掛品 39,608 6,312

原材料及び貯蔵品 6,923 2,822

繰延税金資産 2,659 80,600

その他 29,283 31,814

貸倒引当金 △843 △729

流動資産合計 1,590,700 2,046,958

固定資産

有形固定資産

賃貸用資産（純額） 253,036 219,268

土地 418,040 429,994

その他（純額） 314,731 243,773

有形固定資産合計 985,807 893,036

無形固定資産合計 10,703 7,931

投資その他の資産

投資有価証券 66,608 75,082

長期前払費用 1,729 955

破産更生債権等 1,189 1,189

繰延税金資産 71,468 13,110

敷金及び保証金 23,121 22,617

その他 33,560 28,960

貸倒引当金 △1,014 △1,014

投資その他の資産合計 196,663 140,901

固定資産合計 1,193,174 1,041,869

資産合計 2,783,875 3,088,827

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 159,344 126,425

短期借入金 1,210,000 1,210,000

1年内返済予定の長期借入金 131,142 123,648

リース債務 51,666 38,461

未払金 105,057 196,495

未払法人税等 6,808 80,237

賞与引当金 1,172 4,339

その他 20,555 209,462

流動負債合計 1,685,746 1,989,069
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

固定負債

長期借入金 415,728 403,336

リース債務 99,900 60,649

長期未払金 81,790 43,012

退職給付引当金 49,113 47,515

その他 1,297 4,080

固定負債合計 647,829 558,594

負債合計 2,333,576 2,547,664

純資産の部

株主資本

資本金 97,725 97,725

資本剰余金 44,955 44,955

利益剰余金 317,436 406,118

自己株式 △7,782 △7,782

株主資本合計 452,334 541,016

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,036 147

その他の包括利益累計額合計 △2,036 147

純資産合計 450,298 541,163

負債純資産合計 2,783,875 3,088,827
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 3,225,796 3,298,455

売上原価 2,850,977 2,920,284

売上総利益 374,819 378,171

販売費及び一般管理費 423,541 381,165

営業損失（△） △48,721 △2,994

営業外収益

受取利息 511 589

受取配当金 639 342

受取保険金 1,498 2,280

補助金収入 5,020 －

持分法による投資利益 － 5,017

その他 5,698 9,730

営業外収益合計 13,367 17,959

営業外費用

支払利息 15,374 16,961

その他 1,057 478

営業外費用合計 16,431 17,439

経常損失（△） △51,785 △2,474

特別利益

受取保険金 － 347,168

特別利益合計 － 347,168

特別損失

固定資産除却損 7,424 －

役員功労金及び弔慰金 －
※1 180,000

特別損失合計 7,424 180,000

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△59,209 164,693

法人税、住民税及び事業税 13,329 84,472

法人税等調整額 △21,737 △17,577

法人税等合計 △8,408 66,894

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△50,801 97,798

四半期純利益又は四半期純損失（△） △50,801 97,798
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△50,801 97,798

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,364 2,183

その他の包括利益合計 △3,364 2,183

四半期包括利益 △54,165 99,981

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △54,165 99,981

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以降に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１　自由処分権を有する担保受入金融資産の時価

　
前連結会計年度

(平成24年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

担保受入有価証券 15,211千円 20,910千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

※１ 役員功労金及び弔慰金は前代表取締役社長に対するものであります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

減価償却費 127,667千円 119,996千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月22日
定時株主総会

普通株式 6,022 250 平成23年12月31日 平成24年３月23日 利益剰余金

平成24年８月10日
取締役会

普通株式 3,018 125 平成24年６月30日 平成24年９月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月22日
定時株主総会

普通株式 3,039 125 平成24年12月31日 平成25年３月25日 利益剰余金

平成25年８月13日
取締役会

普通株式 6,078 250 平成25年６月30日 平成25年９月９日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日)

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

商用車
関連事業

運送
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,549,268 676,528 3,225,796 ― 3,225,796

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

86,632 39,735 126,367 △126,367 ―

計 2,635,900 716,264 3,352,164 △126,367 3,225,796

セグメント利益又は損失(△) △58,124 9,522 △48,602 △119 △48,721

(注）１　セグメント利益又は損失(△)の調整額△119千円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

商用車
関連事業

運送
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,666,916 631,539 3,298,455 ― 3,298,455

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

22,365 29,959 52,324 △53,324 ―

計 2,689,281 661,498 3,350,780 △52,324 3,298,455

セグメント利益又は損失(△) 3,101 △9,128 △6,026 3,031 △2,994

(注）１　セグメント利益又は損失(△)の調整額3,031千円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ＴＲＵＣＫ－ＯＮＥ(E03482)

四半期報告書

13/18



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は
　　１株当たり四半期純損失金額(△)

△21円02銭 40円23銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)
　　(千円)

△50,801 97,798

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額又は
　　四半期純損失金額(△)(千円)

△50,801 97,798

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,416,914 2,431,200

    普通株式増加数(株) ― ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)１．第23期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であるため、記載しておりません。

２. 第24期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

３．当社は平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額を算定しております。
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(重要な後発事象)

株式分割及び単元株制度の採用について

当社は、平成25年９月13日開催の取締役会に基づき、平成25年10月１日付で株式分割及び単元株制

度の導入を実施いたしました。

　

１．株式分割及び単元株制度の採用の目的

平成19年11月27日に全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨に鑑

み、当社株式の売買単位を100株とするため、１株につき100株の割合をもって株式分割するととも

に、100株を１単元とする単元株制度を採用いたしました。

　なお、当該株式分割及び単元株制度の採用に伴う投資単位の実質的な変更はありません。

　

２．株式分割の概要

①株式分割の方法

平成25年９月30日（月）を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有

する普通株式を１株につき100株の割合をもって分割いたしました。

　

②分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　　　　25,520株

今回の分割により増加する株式数　　 2,526,480株

株式分割後の発行済株式総数　　　　 2,552,000株

株式分割後の発行可能株式総数　　　10,208,000株

　

③分割の日程

基準日公告日　　平成25年９月13日（金）

基準日　　　　　平成25年９月30日（月）

効力発生日　　　平成25年10月１日（火）

　

３．単元株制度の概要

①新設した単元株式の数

上記「２．株式分割の概要」の効力発生日である平成25年10月１日（火）をもって単元株制度を

採用し、単元株式数を100株といたしました。

　

②新設の日程

効力発生日　　　平成25年10月１日（火）

（参考）平成25年９月26日（木）をもって、福岡証券取引所における売買単位も100株に変更され

ました。
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２ 【その他】

第24期（平成25年１月１日から平成25年12月31日）中間配当につきましては、平成25年８月13日開催の

取締役会において、平成25年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこ

とを決議いたしました。

　　①　配当金の総額 6,078千円

　　②　1株当たりの金額 250円

　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年９月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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ＡＣアーネスト監査法人

代 表 社 員
業務執行社員

　公認会計士    奥田　伸一   　印

代 表 社 員
業務執行社員

　公認会計士　　和田　治郎　 　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月12日

株式会社ＴＲＵＣＫ－ＯＮＥ

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ＴＲＵＣＫ－ＯＮＥの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結
会計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年１月１日か
ら平成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＴＲＵＣＫ－ＯＮＥ及び連結子会
社の平成25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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